
「発達支持的生徒指導を意識した
組織的な取組について」

南部教育事務所 教育推進課

指導主事 小野 雅樹

令和７年度小・中・高等・特別支援学校生徒指導主事等連絡協議会

演習・協議



【宮崎県いじめ問題子供サミットサミット IN 南部の開催】

１ 日時：令和７年８月２０日（水）

２ 時間：１３：３０～１６：００

３ 会場：小林中央公民館

４ 対象校

 ・都城市立高崎小学校 ・都城市立沖水中学校

・三股町立宮村小学校 ・高原町立狭野小学校

・小林市立細野中学校 ・えびの市立飯野中学校

・宮崎県立都城商業高等学校







生徒指導提要の改訂が求められた社会的背景

１ 児童生徒の問題行動・不登校の深刻化

不登校、暴力行為、いじめの重大事態、自殺者数の増加

２ 社会環境の変化と多様な背景をもつ児童生徒の増加

発達障害、LGBTQ、外国籍、支援を要する家庭の増加

３ 変動する社会状況と「未来を生きぬく力」の獲得

「VUCA」な時代 （不安定、不確実、複雑、不明確）

４ 法の理解に基づく生徒指導の必要性

生徒指導に関連する法令の成立・改正（いじめ防止対策推進法の

成立、自殺対策基本法の改正、少年法の改正など）



生徒指導の重層的支援構造 



○発達支持的生徒指導とは・・・

特定の課題を意識することなく、全ての児童

生徒を対象に、学校教育の目標の実現に向けて、

教育課程内外の全ての教育活動において進めら

れる生徒指導の基盤となるものです。



★生徒指導の実践上の４つの視点

１  自己存在感 の感受

２ 共感的 な人間関係の育成

３ 自己決定 の場の提供

４ 安全・安心 な風土の醸成



★生徒指導の実践上の４つの視点

１ 自己存在感 の感受

○ 「自分も一人の人間として大切にされている」と

いう自己存在感を、児童生徒が実感することが大切

○ 自己肯定感や自己有用感を育むことも極めて重要



★生徒指導の実践上の４つの視点

２ 共感的な人間関係 の育成

○ 失敗を恐れない、間違いやできないことを笑わない、

むしろ、なぜそう思ったのか、どうすればできるように

なるのかを皆で考える支持的で創造的な学級・ホー

ムルームづくりが生徒指導の土台



★生徒指導の実践上の４つの視点

３ 自己決定の場 の提供

○ 授業場面で自らの意見を述べる、観察・実験・調べ

学習等を通じて自己の仮説を検証してレポートする等、

自ら考え、選択し、決定する、あるいは発表する、制作

する等の体験が何より重要



★生徒指導の実践上の４つの視点

４ 安全・安心な風土の醸成

○ お互いの個性や多様性を認め合い、安心して授業

や学校生活が送れるような風土を教職員の支援の下

で、児童生徒自らがつくり上げるようにすることが大

切



演習

「生徒指導の４つの視点を

生かした具体的な実践について」



時間帯 様子 具体的な支援・働きかけ

登校

朝の会

授 業

給食

昼休み

清 掃

下校

校門で校長先生にあいさ
つをしながら友達と二人

で登校



時間帯 様子 具体的な支援・働きかけ

登校

朝の会

授 業

給食

昼休み

清 掃

下校

★生徒指導の実践上の４つの視点

１  自己存在感 の感受

２ 共感的 な人間関係の育成

３ 自己決定 の場の提供

４ 安全・安心 な風土の醸成



演習「生徒指導の４つの視点を生かした児童生徒への働きかけ」

１ 自己紹介
２ 各場面での児童生徒の姿をイメージする。

【５分（個） → １０分（共有）】
３ それぞれの場面での児童生徒に対する
支援等を考える。
【１０分（個）→ ２０分（共有）】

４ 全体での共有（１０分）



「生徒指導の４つの視点を生かした
児童生徒への働きかけ」

南部教育事務所 教育推進課

指導主事 小野 雅樹

～振り返り～



★これからの生徒指導の方向性

１  児童生徒の成長・発達を支える生徒指導

２ 学習指導と生徒指導の一体化

３ チーム学校 による生徒指導体制の構築



★これからの生徒指導の方向性

１ 児童生徒の成長・発達を支える生徒指導

特定の児童生徒に焦点化した事後指導援助

全校体制で取り組む児童生徒の成長・発達を
支える生徒指導へとシフトする



★これからの生徒指導の方向性

２ 学習指導と生徒指導 の一体化

○ 教科の学びを社会で充実して「生きる力」につ

なげる

○ 子どもたちにとって学校生活の中で最も多くの

時間を割いているのは・・・授業



☆授業の中での生徒指導の実践上の４つの視点の例
◎自己存在感の感受への配慮
（例）「ネームプレート」の活用、全員が応答できる発問・助言、つぶやきへの注目

どの場面でどの子を活躍させるか事前想定 等

◎共感的な人間関係の育成
（例） 友達の意見をうなずきながら聴く、言い終わるまで待つ、一人一人を褒める

子どもの人間性を認める、間違った応答も笑わない（否定しない） 等

◎自己決定の場の提供
（例） 選択場面の設定、対立意見を生む発問、一人調べの時間確保、視点の明確化

考える時間の十分な保障、思考過程の分かる板書やノート 等

◎安全・安心な風土の醸成
（例） めあての工夫や見通しをもたせる支援、教師との信頼関係づくり、多様な考え

や意見が尊重されるような人間関係づくり等



★これからの生徒指導の方向性

３ チーム学校 による生徒指導体制の構築

○組織的で実効的な生徒指導体制の構築

○学校と専門家・関係機関及び地域・家庭と

の連携・協働の強化



チーム学校による
生徒指導体制 
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